GbitSiTCP基板用テストプログラムの使用方法

KEK　中性子　佐藤節夫

概要

素核研で開発したGbit-SiTCPが基板（SOY-GbE）としてBBT（株）から販売されていて、それ用のFPGAライブラリーも供給可能になっている。そこで、そのライブラリーを使用したFPGA用テストプログラムをVHDLで作成したので、報告する。正常に動作することを確認するプログラムはLabVIEWプログラムで書いている。LabVIEWを持っていなくても、プログラム内容が絵で見えるので、参考になれば幸いである。

テストのための手順

FPGAのプログラム変更を行う場合、BBTにお願いしてSOY-GbE基板のROMを書き換えてもらう必要がある。

内田氏からFPGAライブラリー供給を受ける。

FPGAにプログラムがダウンロードできるように、基板上のJTAGコネクタか、IOコネクタを準備してJTAGを使えるようにする。写真１にSOY-GbE基板にコネクタ変換基板をつけたところを示す。IOコネクタのメス側を準備し、中性子で良く使用する40ピンコネクタに変換している。
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写真１　SOY-GbE基板にコネクタ変換基板をつけたところ

写真２に写真１のハンダ面側を示す。SOY-GbE基板のIOコネクタはユニバーサル基板に合わないので、手ハンダでフラットケーブル用コネクタに変換している。下側でJTAGコネクタをつないでいる。
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写真２　写真１のハンダ面側

FPGAのプログラミング

JTAGを通してFPGAのプログラミングを行う。図１にXilinxのiMPACT11の画面を示す。テストであるので、FPGAに直接書き込み、テストした。
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図１　XilinxのiMPACT11の画面

テストプログラムであるので、下記に固定している。

IPアドレス：192.168.0.16

TCPポート番号：24

UDPポート番号：4660

動作テスト

PC側のネットワーク設定を行う。確認はIPアドレスを192.168.0.10とし、サブマスクを255.255.255.0として行った。図２にテスト用LabVIEWプログラムと、その時のネットワーク使用率を、図３にテスト用LabVIEWプログラムを示す。LabVIEWの基本に含まれているTCP/IP関数を使用しているのに、1Gモードで90%越えの使用率を示し、90Mバイト／秒以上のデータ転送速度が得られていることがわかる。
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図２　テスト用LabVIEWプログラムと、その時のネットワーク使用率
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図３　テスト用LabVIEWプログラム

